
基礎編　２．２D図形プログラム一覧

　（メソッド、プロパテイ別にフォーム画面と実行例のみを記載）

イベント　 メソッド プロパテイ

オブジェクト すべての図形オブジェクト 　　　内容 A-1.  線関係　 A-2.     円関係 A-３.   リージョン A-4.  リージョンの例　段付き部

イベント Modified (A)作成メソッド 　　ファイル名 『2-A-1.図形の作成　1.線関係　(TextBox版）』 『2-A-2. 図形の作成　2.円関係　(TextBox版）』 『2-A-３.図形の作成　3.リージョン関係　(TextBox版）』 『2-A-4.図形の作成　リージョン　例.段付き部（一部）』 （A）共通プロパテイ 『2-E-1.　図形プロパティ　1.名前取得, 線関係』 『2-E-2.図形プロパティ  2.ﾊﾝﾄﾞﾙ,ID取得』

説明 図面内のオブジェクトまたはコレクションが修正されたときに開始されます。 　フォーム画面 　フォーム画面

構文

宣言 Public WithEvents ＊＊＊ As Acad＊＊＊＊＊    ' パブリック変数として宣言

オブジェクト作成 Sub Example

    Set ＊＊＊ = ThisDrawing.ModelSpace.Add％％％％％(＆＆＆＆＆)

Modified イベント Private Sub＊＊＊_Modified(ByVal ＃＃＃＃＃ As AutoCAD.IAcadObject)

　　　引数として受け取る。

 　　MsgBox 　 ＃＃＃＃＃.ObjectID

要素 Entity修正される図面内のオブジェクトは、どの図形オブジェクトでもかまいません。

説明：このイベントはオブジェクトが修正されると必ず開始されます。

　　イベント(event ）は、マウスボタンをクリックなどの動作が起こった時に発生します。 

　　イベントハンドラ(event handler)は、イベントが発生したときに呼び出される処理のこと。

　　　　　　きっかけ（イベント）→行動,処理（イベントハンドラ）

注意1.プロパティの値の設定も、新しい値が現在値と等しい場合も含め、修正とみなします。

　　2.モーダル ダイアログが表示されている間、イベントは発生しません。

例 LWポリラインを修正するとオブジェクトIDを取得する。

　　実行画面 アプリケーション名取得 線種の検索と変更 １．『作画』ボタンを押すと　乱数により直線、円、円弧が作画される。

　　実行結果

ドキュメント名取得 線種尺度の取得と設定

プログラムsample　『図形　イベント　図形判別　』 ２．『座標,寸法表示』ボタンを押すと　

直線の両端座標、円の中心、半径、円弧の中心、半径、角度が取得できる。

　フォーム画面 また、各図形に寸法（長さ、半径）が記入される。

レイヤー名、色設定、取得 線の太さの取得と設定

(1)図形作成ボタンで　4つの図形を作成 (2)図形を修正すると 　　　内容 B-1.　複写、コピー,移動 B-2.   ミラー、オフセット、回転 B-3.    交点 B-4.    変換マトリクス 
　　実行画面 修正した図面の　オブジェクト名　がTextboxに表示される

（B)編集メソッド 　　ファイル名 『 2-B-1.　図形の編集　1.複写、コピー,移動』 『 2-B-2.  図形の編集　2.ミラー、オフセット、回転』 『2-B-3.  図形の編集　3.交点　』 『2-B-4.  図形の編集　4.  変換マトリクス  』

　フォーム画面

(1)『Region』ボタンを押す

　　リージョンが作成される

線の色の設定と取得 ３．『プロパティ取得』ボタンを押すと　

各図形のハンドル、オブジェクトＩＤ等を取得して　Excelシートに表示される。

モーダルとモードレス

　　モード モーダル モードレス 　　実行結果 　元図（円） 　円形状配列 矩形状配列 　　　ミラー オフセット 回転 交点が２つの場合 　　交点が1つの場合 　　交点がない場合 (2)『回転→移動』ボタンを押す 変換マトリクスにより回転→移動を実施

　　回転と移動のルートは黄色で示す

Userformの ShowModal＝True ShowModal＝False 　　　元図（ポリライン）

ShowModalプロパテイ

　　　　　コピー 移動　（軌跡） 尺度設定 境界ボックス

例 図形の作成も編集も全くできなくなる。 図形の作成も編集もできる。

（Autocadのパネルが無効になっている。）

UserForm内の操作のみ有効である。 UserForm内の操作も有効である。

　実施例

最大点、最小点の座標表示

　　変換マトリクスの要素において

　　　　 ：回転部分

：移動部分　を示す。

　　　内容 C-1. リージョン (和、差、交差） C-2.　LWポリラインの頂点追加、分解等 C-３.   ハッチング （円） C-４.   ハッチング （ﾎﾟﾘﾗｲﾝ）

(C)独特メソッド 　　ファイル名 『2-C-1. 図形独特ﾒｿｯﾄﾞ　1.リージョン (和、差、交差）』 『2-C-2. 図形独特ﾒｿｯﾄﾞ　2.LWポリライン』 『2-C-３. 図形独特ﾒｿｯﾄﾞ   ハッチング （円） 』 『2-C-４. 図形独特ﾒｿｯﾄﾞ   ハッチング （ﾎﾟﾘﾗｲﾝ） 』

『2-G-1. 図形プロパティ 1.値の取得(長さ、ﾃﾞﾙﾀ,面積）』 『2-G-2.図形プロパティ  ２.図面の性質(長方形,円）』 『2-G-3.図形プロパティ  ３.図面の性質(ﾎﾟﾘﾗｲﾝ）』

(C)取得プロパティ　
　フォーム画面

円の場合

　　実行結果 　(1)『Lwpolyline』ボタン 　(2)『頂点追加』 (3)『分　解』 「Ｈａｔｃｈ作成」 ハッチングパターンを変更 Ｅｘｃｅｌファイル

　　外側ループ、内側ループ、内側の内側ループのデータ 　　ハッチングを作成 ハッチングパターンを変更

和

1.Excelファイルを開く ２.『図形作成

差

　交差

3.『図形編集』（移動、回転）させる 4.図面の性質を取得

　　　内容 D-1.   ﾎﾟﾘﾗｲﾝﾘｰｼﾞｮﾝの配置（移動,回転） D-2.   歯車　２D作図 

(D)  配置 　　ファイル名 『2-D-1. 図形の配置   ﾎﾟﾘﾗｲﾝﾘｰｼﾞｮﾝの配置（移動,回転）』 『 2-D-2.   歯車　２D作図 』

　フォーム画面

注意：.歯底円が基礎円より大きくならない

　　　　歯数Z=41以下の場合のプログラムです。

　　　　Z=42以上では別途考察が必要です。

　例：モジュール＝2,　歯数＝32の場合

　　実行結果 Excelファイル 『図形作成』 図形を配置（移動、回転）  図形の性質を取得

　例：モジュール＝１,　歯数＝18の場合

１.元リージョン

2.回転リージョン重心

3.移動リージョン重心

①外側の境界線データ

③さらに内側の境界

②内側の境界線

線種尺度 1

線種尺度 0.5


